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岡山
第8号

おかやま県老連だより
（通巻77号）

平成25年2月28日号
岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
、
ご
家
族
の
み
な
さ
ま

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
希
望
の
も
て
る

２
０
１
３
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
会
員
各
位
・
役
員
、
事
務
局
が

一
体
と
な
り
、
大
き
な
事
業
の
実
施
を
支
え

て
い
た
だ
き
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
一
は
「
公
益
財
団
法
人　

岡
山
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
４
月
１
日
新
体
制
の

ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
申

請
の
準
備
作
業
、
事
務
局
の
ご
苦
労
は
大
変

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
、
今
後
は
新
定
款
の

目
的
を
充
分
に
踏
ま
え
て
17
万
の
仲
間
が
心

一
つ
に
し
て
公
益
性
を
も
担
う
組
織
を
作
り

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
二
は
10
月
18
日
創
立
50
周
年
式
典
を

岡
山
市
民
会
館
へ
１
６
０
０
名
の
会
員
が
結

集
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
盛

大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
当
初
の
準
備
委
員
会
段
階
で
は

事
業
資
金
を
含
め
、
懸
念
も
あ
り
ま
し
た
が
、

進
捗
に
し
た
が
い
、
県
老
連
の
潜
在
力
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
、
県
老
連
は
健
在
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
三
は
今
次
記
念
行
事
の
一
つ
と
し

て
、
一
般
公
募
に
よ
る
愛
称
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
３
３
０
件
に
及
ぶ
応
募
を
い
た
だ
き

慎
重
審
査
の
結
果
「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ
ア
岡
山
」

と
決
定
し
ま
し
た
。
い
ま
こ
そ
イ
メ
ー
ジ

チ
ェ
ン
ジ
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
た
だ
ち
に

県
下
一
円
に
こ
の
愛
称
が
即
県
老
連
と
反
応

い
た
だ
け
る
努
力
を
集
中
的
に
進
め
ま
す
。

　

近
年
長
寿
社
会
と
な
っ
て
「
老
人
」
と
尊

称
さ
れ
て
い
た
年
齢
層
が
75
歳
以
上
に
変

わ
っ
て
き
た
の
で
60
歳
代
、
70
歳
代
前
半
の

人
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
名
称
が
敬
遠
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

健
康
で
明
る
い
元
気
な
高
齢
者
の
組
織
に
イ

メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
、

名
称
に
つ
い
て
は
歴
的
経
緯
も
あ
り
ま
し
ょ

う
が
、
こ
の
際
単
位
ク
ラ
ブ
で
も
改
名
の
議

論
を
起
こ
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
最
後
に
、
県
老
連
で
は
前
年
度
に
引

き
続
き
25
年
度
に
お
い
て
も
「
組
織
運
営
体

制
の
確
立
」、「
会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

活
動
」、「
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
」

の
三
本
柱
を
基
軸
と
し
積
極
的
か
つ
効
率
的

に
事
業
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
、
ご
長
寿

と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

岡山県老人クラブ連合会　
　　会長　水田 弥一郎

新年のご挨拶
　　　（行事の跡をふりかえり）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
た
び
知
事
と
し
て
県
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
新
年
を
迎
え
ま

し
た
。
県
民
の
皆
様
方
の
幸
せ
の
た
め
、
ま

た
郷
土
岡
山
県
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

全
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
期
に
わ
た
る
国
政
の
停
滞
や
、「
失
わ
れ

た
20
年
」
と
も
呼
ば
れ
る
日
本
経
済
の
低
迷

な
ど
、
我
が
国
全
体
が
閉へ

い
そ
く塞
感
に
覆
わ
れ
て

い
る
今
、
激
し
く
揺
れ
動
く
時
代
の
変
化
に

素
早
く
対
応
す
る
た
め
に
は
、
行
政
も
前
例

踏
襲
を
是
と
せ
ず
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
公
選
知
事
と
し
て
は
本
県
初
の
民

間
出
身
者
で
あ
る
私
は
、「
民
間
の
自
由
な
発

想
」と「
県
民
の
目
線
」を
大
切
に
し
な
が
ら
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
こ
の
よ
う
な
変
化
に

即
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
ら
れ
た

成
果
や
基
盤
を
生
か
し
な
が
ら
、
本
県
を
よ

り
魅
力
的
な
地
域
と
し
て
発
展
さ
せ
、
企
業

で
言
え
ば
株
主
で
あ
る
県
民
の
皆
様
に
、
そ

の
果
実
を
配
当
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
で
、

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
県
民

が
明
る
く
笑
顔
で
暮
ら
す
「
生
き
活
き
岡
山
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
産
業
の
振
興
や
教
育
県
岡

山
の
復
活
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
や
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、防
災
・
防
犯
対
策
の

推
進
な
ど
に
よ
り
、県
民
の
皆
様
が
真
に
「
安

全
・
安
心
」
を
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
な
ど
県
内
各

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
美
し
く
豊
か
な
瀬
戸
内
海
を
世

界
的
な
観
光
地
へ
と
成
長
さ
せ
る
取
り
組
み

や
、
美
作
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念
事
業
、

ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
を
活
用
し
た
観
光
客
誘

致
に
努
め
る
と
と
も
に
、
私
自
ら
も
セ
ー
ル

ス
マ
ン
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

本
県
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信
す
る
な
ど
、

県
民
全
て
が
誇
り
を
持
て
る
岡
山
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

  
私
は
、
若
さ
と
自
由
な
発
想
に
よ
っ
て
、

臆
す
る
こ
と
な
く
改
革
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な

が
ら
、
県
政
を
誠
実
に
推
進
す
る
こ
と
を
会

員
の
皆
様
に
お
約
束
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
、

こ
れ
か
ら
の
県
政
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
力
強
い
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岡山県知事　伊原木 隆太

「生き活き岡山」の
　　 実現を目指して

1　2013年（平成25年）2月28日 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



岡山県老人福祉大学 閉講
岡山

倉敷

津山

高梁

　

平
成
24
年
度
、
第
37
次
と
な
る

岡
山
県
老
人
福
祉
大
学
が
各
会
場

で
全
５
回
の
講
義
を
終
え
、
無
事

に
11
月
閉
講
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
と

一
般
の
高
齢
者
の
方
、
４
会
場
合

わ
せ
て
８
３
４
名
が
受
講
さ
れ
、

そ
の
う
ち
、
修
了
者
（
全
５
回
講

議
の
う
ち
３
回
以
上
出
席
さ
れ
た

方
）
７
５
８
名
、
奨
励
賞
受
賞
者

（
今
年
で
通
算
３
ヵ
年
修
了
さ
れ

た
方
）
１
１
６
名
、
栄
誉
賞
受
賞

者
（
今
年
で
通
算
８
ヵ
年
以
上
修

了
さ
れ
た
方
）
21
名
お
ら
れ
ま
し

た
。
閉
講
式
に
、
修
了
者
に
は
修

了
証
が
授
与
さ
れ
、
ま
た
、
奨
励

賞
と
栄
誉
賞
に
は
賞
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
ご

と
に
修
了
者
、
奨
励
賞
受
賞
者
、

栄
誉
賞
受
賞
者
の
代
表
１
名
に
証

書
等
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
義
も
各
回
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
講
義
内
容
に

な
っ
て
お
り
、
健
康
づ
く
り
、
老

後
の
雑
学
、
岡
山
の
歴
史
・
文
化
、

時
事
問
題
な
ど
色
々
な
分
野
か
ら

の
先
生
を
お
招
き
し
て
講
義
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
講
義
は
、
６
月
に
國
清

寺
住
職　

村
上
明
道
先
生
、
７
月

に
岡
山
民
俗
学
会
名
誉
理
事
長　

立
石
憲
利
先
生
、
９
月
に
岡
山
大

学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

緩
和
医
療
学
講
座　

松
岡
順
治
先

生
、
10
月
に
山
陽
新
聞
論
説
委
員

会
、
11
月
に
桃
太
郎
の
か
ら
く
り

博
物
館
館
長　

住
宅
正
人
先
生
で

し
た
。

　

最
後
の
講
義
の
日
に
受
講
し
た

方
々
に
毎
年
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願

い
し
て
お
り
、
受
講
生
の
声
と
し

て
、「
今
年
の
講
義
は
感
心
の
あ

る
話
で
参
考
に
な
っ
た
」、「
笑
え

て
楽
し
く
良
か
っ
た
」、「
講
議
を

聞
い
て
か
ら
新
聞
を
よ
く
読
む

よ
う
に
な
っ
た
」、「
身
の
周
り
の

か
た
づ
け
が
必
要
だ
と
思
っ
た
」、

「
初
め
て
聞
く
治
療
の
お
話
で
す

ご
く
感
銘
を
受
け
た
」、「
ち
く
わ

笛
の
出
来
が
素
晴
ら
し
く
感
動
し

た
」
等
等
、
色
々
意
見
を
頂
き
ま

し
た
。
講
義
の
後
、
良
か
っ
た
と

い
う
受
講
生
の
方
の
お
電
話
も
頂

き
、大
変
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
岡
山
県
老
人
福
祉
大

学
で
も
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望
を

受
け
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
良
い
老

人
福
祉
大
学
を
開
催
出
来
る
よ
う

内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
岡
山
県
老
人
福

祉
大
学
の
募
集
に
つ
き
ま
し
て

は
、
４
月
上
旬
以
降
に
各
市
町
村

老
連
事
務
局
を
通
し
て
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
岡
山
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
募
集
案
内
を
掲
載
い
た
し
ま
す

の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

６
月 

國
清
寺
住
職  

村
上
明
道
先
生　
「
老
い
じ
た
く
」—

満
ち
は
て
る
命
を
生
き
る—

７
月 

岡
山
民
俗
学
会
名
誉
理
事
長  

立
石
憲
利
先
生　
「
暮
ら
し
の
中
の
民
話
」

９
月 

岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
緩
和
医
療
学
講
座  

松
岡
順
治
先
生

�

「
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
為
に
、
緩
和
医
療
を
」

10
月 

山
陽
新
聞
論
説
委
員
会　
「
最
近
の
時
事
問
題
」

11
月 

桃
太
郎
の
か
ら
く
り
博
物
館
館
長  

住
宅
正
人
先
生　
「
昔
々
唄
と
暮
ら
し
～
岡
山
の
伝
承
民
謡
と
ち
く
わ
笛
～
」

平
成
24
年
度（
第
37
次
）
岡
山
県
老
人
福
祉
大
学

◆期間　６月～ 11 月（８月はお休み）
◆会場　岡山県下４会場（岡山・倉敷・津山・高梁）
◆講義内容（予定）
　・健康づくり  ・老後の雑学  ・民俗学（狂言についてのお話 予定）
　・時事問題　  ・娯楽　
各回 70 分講義（午前のみ）
※予定は講師等の都合により変更となる場合があります。

平成25年度（第38次）岡山県老人福祉大学  （予定）平成25年度（第38次）岡山県老人福祉大学  （予定）

岡山県老人福祉大学 閉講
平成24年度（第37次）平成24年度（第37次）

2013年（平成25年）2月28日　2

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



高齢者地域リーダー研修会
　

現
代
社
会
は
少
子
高
齢
化
の
急

激
な
進
展
の
も
と
、
縮
小
社
会
の

到
来
な
ど
、
社
会
構
造
の
根
本
的

な
変
化
を
は
じ
め
、
色
々
な
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
、
団
塊

世
代
の
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
生

ず
る
豊
富
な
社
会
資
源
を
有
効
に

活
用
し
、
明
る
く
活
力
あ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
地
域
社
会
の
構
成

員
と
し
て
自
主
的
に
健
康
・
生
き

が
い
づ
く
り
に
努
め
る
と
共
に
、

社
会
動
向
も
踏
ま
え
た
ク
ラ
ブ
活

動
を
よ
り
一
層
促
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
本
年
度
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
豊
か
な
活
力
あ
る

長
寿
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た

め
、
当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
研

究
討
議
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

24
年
度
か
ら
は
東
備
、
美
作
会

場
を
増
や
し
６
会
場
で
開
催
し
、

全
体
の
参
加
者
数
は
５
３
５
名
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
対
象

者
と
し
ま
し
て
は
、
単
位
ク
ラ
ブ

の
会
長
、
副
会
長
等
の
役
員
（
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
含
む
）
や
市
町
村

老
連
事
務
担
当
者
、
関
係
機
関
、

高
齢
者
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
等
高
齢

者
福
祉
に
関
心
が
あ
る
方
と
し

て
、
参
加
を
募
り
ま
し
た
。

　

事
業
説
明
と
し
て
は
滝
川
常
務

理
事
か
ら
平
成
24
年
度
の
県
老
連

事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

 

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
各
会
場

ご
と
３
～
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、「
若
手
委
員
会
を
活
用
し
た

ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
方
策
に
つ

い
て
」
討
議
を
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
岡
山
県
民
講
座　

も
も
た
ろ
う
塾　

筒
井
徹
也
先
生

を
講
師
に
招
き
、『
現
代
的
リ
ー

ダ
ー
の
基
本
「
巻
き
込
む
力
と
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
」』

を
テ
ー
マ
に
リ
ー
ダ
ー
と
は
何

か
？
な
ど
詳
し
く
分
か
り
や
す
い

ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

は
、
地
域
に
お
け
る
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

平
成
25
年
度
も
開
催
す
る
予
定
と

し
て
お
り
ま
す
。

【
研
修
内
容
】

①
事
業
説
明
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
40
分
）

　
「
平
成
24
年
度
県
老
連
事
業
に
つ
い
て
」

�

県
老
連
常
務
理
事　

滝
川
誠
一　

②（
事
例
発
表
）グ
ル
ー
プ
討
議
…
…
…
…
…
…
…
…（
80
分
）

　
「
若
手
委
員
会
を
活
用
し
た

�

ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
方
策
に
つ
い
て
」　

③
講
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
70
分
）

　

現
代
的
リ
ー
ダ
ー
の
基
本

　
「
巻
き
込
む
力
と
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
」

�

講
師 

岡
山
県
民
講
座 

も
も
た
ろ
う
塾 

筒
井
徹
也 

先
生　

④
全
体
会
・
閉
会
‥
‥
グ
ル
ー
プ
報
告
、
全
体
討
議

�

…
…
…
（
40
分
）

６月12 日㈫
岡山県総合福祉・ボランティア・NPO会館岡山

７月10 日㈫
美作市民センター美作

６月 28 日㈭
津山総合福祉会館津山

７月 26 日㈭
高梁総合文化会館高梁

７月３日㈫
くまやまふれあいセンター東備

９月６日㈭
くらしき健康福祉プラザ倉敷

高齢者地域リーダー研修会

3　2013年（平成25年）2月28日

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
昭

和
37
年
に
「
老
後
の
幸
せ
は
自
ら

の
手
で
造
り
出
そ
う
」
を
あ
い
言

葉
に
結
成
さ
れ
、
本
年
創
立
50
周

年
記
念
を
迎
え
、去
る
10
月
４
日
、

東
京
都
日
比
谷
公
会
堂
に
於
い

て
50
周
年
記
念
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

大
会
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
全
国
か
ら

２
０
０
０
名
（
本
県
か
ら
は
、
18

名
参
加
）
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
の
後
、
東
京
都
老
連

増
田
時
枝
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
、
全
老
連
斎
藤
十
朗
会
長
の
式

辞
に
続
き
天
皇
陛
下
か
ら
の
お
こ

と
ば
を
賜
り
ま
し
た
（
別
掲
）

　

そ
の
あ
と
、
三
井
辨
雄
厚
労
大

臣
の
あ
い
さ
つ
、
各
種
表
彰
を
行

な
い
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
、

黄
路
孝
弘
衆
議
院
議
長
、
平
田
健

二
参
議
院
議
長
の
祝
辞
と
続
き
天

皇
陛
下
が
御
退
席
さ
れ
一
部
式
典

は
終
了
し
ま
し
た
。

　

休
憩
の
間
に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
会
員
に
よ
る
心
の
こ
も
っ

た
お
ど
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
作
家
童
門
冬
二
氏

が
、「
い
ま
、
日
本
に
求
め
ら
れ

る
も
の
」
と
題
し
記
念
講
演
を
行

い
、
大
会
宣
言
と
続
き
、
昨
年
の

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

岩
手
県
、
宮
城
県
、
仙
台
市
、
福

島
県
の
各
連
合
会
へ
震
災
復
興
応

援
旗
を
贈
呈
し
大
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

本
県
関
係
の
表
彰
者
は
次
の
通

り
で
す
。

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
「
育
成
功
労
者
表
彰
」

　
　

・
水　

田　

弥
一
郎	

岡
山
県
老
連
会
長
、
岡
山
市
老
連
会
長

　
　

・
土　

居　

正　

司	

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
評
議
員

　
　

・
梅　

林　

芳　

郎	

真
庭
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理
事

　
「
優
良
単
位
ク
ラ
ブ
表
彰
」

　
　

・
秦　
　

寿　
　

会	

（
総
社
市
秦
地
区
）

　
　

・
泉 

田 

白 

寿 

会	

（
岡
山
市
南
区
）

　
「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
」

　
　

・
和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
会
長
表
彰

　
「
育
成
功
労
者
表
彰
」

　
　

・
中　

西　

俊　

博	
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長

　
　

・
多　

田　

英　

雄	
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理
事

　
　

・
森　

岡　

政　

秀	
倉
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長

　
「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
」

　
　

・
関 

下 

長 

寿 

会	

（
真
庭
市
関
地
区
）

　
「
優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
」

　
　

・
玉
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
「
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰
」

　
　

・
栢　

野　

淳　

子	

岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
書
記

全
老
連
創
立
50
周
年
記
念
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
表
彰
者
一
覧

全
老
連
創
立
50
周
年
記
念

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

2013年（平成25年）2月28日　4

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

標
記
の
大
会
が
平
成
24
年
10
月
４

日
、
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催

さ
れ
た
。
岡
山
県
関
係
者
は
受
章
者

を
含
め
18
名
が
出
席
し
た
。
受
章
者

の
皆
さ
ん
は
平
素
の
ご
努
力
が
認
め

ら
れ
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
お
元
気
で
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、
今
大
会
は
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
の
も
と
国
歌
斉
唱
で
始

ま
っ
た
。
天
皇
陛
下
は
平
成
24
年
２

月
、
冠
動
脈
の
バ
イ
パ
ス
手
術
を
さ

れ
た
と
も
思
え
な
い
ぐ
ら
い
お
元
気

な
ご
様
子
で
し
た
。
私
は
天
皇
陛
下

の
お
こ
と
ば
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
例
え
ば
『
今こ
ん
に
ち日
の
高
齢
者
は

　

私
も
そ
の
一
人
で
あ
り
ま
す
が　

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
た
悲
惨
な
戦

争
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
国
土
か
ら
立

ち
上
が
っ
て
い
く
我
が
国
と
歩
み
を

共
に
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私
ど
も

は
若
い
と
き
に
平
和
の
大
切
さ
を
身

に
し
み
て
育
っ
た
世
代
で
す
。』

　

こ
の
あ
と
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
議

院
議
長
、
参
議
院
議
長
の
豪
華
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
祝
辞
が
あ
っ
た
。
な

か
で
も
衆
議
院
議
長
の
お
話
で
は

昭
和
38
年
に
全
国
で
１
５
８
人
で

あ
っ
た
百
歳
以
上
の
人
口
が
、
今
や

5
万
１
３
７
６
人
と
な
り
、
人
生
百

年
と
も
い
う
べ
き
長
寿
社
会
の
到
来

と
話
さ
れ
た
。
式
典
終
了
後
は
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
講
演
な
ど
盛
り
沢
山

の
行
事
が
行
わ
れ
閉
会
と
な
っ
た
。

最
後
に
会
場
に
つ
い
て
一
言
感
じ
た

こ
と
。
日
比
谷
公
会
堂
は
素
晴
ら
し

い
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
4
年

建
築
で
、
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災

の
教
訓
を
生
か
し
た
設
計
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
が
4
階
建
て
の
階
段
は

勾
配
が
き
つ
く
高
齢
者
に
は
使
い
難

い
と
感
じ
た
。

●
全
老
連
創
立
50
周
年
記
念  

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
参
加
報
告

　
　
　
　
　
　
　
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
　
松
　
尾
　
武
　
司

　

平
成
24
年
10
月
4
日
、
全
老
連
創

立
50
周
年
記
念
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
に
お
い
て
会
長
表
彰
を
受
章
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
会
員
皆
様
方
の
ご
支

援
と
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
の
全
国
大
会
は
全
老
連
創
立

50
周
年
記
念
大
会
と
い
う
意
義
の
あ

る
大
会
で
、東
京
（
日
比
谷
公
会
堂
）

に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し

て
、
ま
た
来
賓
と
し
て
内
閣
総
理
大

臣
・
衆
参
両
議
長
も
出
席
さ
れ
、
全

国
か
ら
ク
ラ
ブ
会
員
が
二
千
名
参
加

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
非
常
に
感
慨
深

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
の
「
お
こ
と
ば
」
で
老

人
ク
ラ
ブ
が
各
地
に
お
い
て
高
齢
者

の
社
会
参
加
や
健
康
の
保
持
に
貢
献

し
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
さ
れ
た

こ
と
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
子
ど

も
た
ち
や
若
い
世
代
と
も
交
流
し
な

が
ら
積
極
的
に
社
会
参
加
を
進
め
て

い
る
こ
と
は
非
常
に
心
強
く
、
老
人

ク
ラ
ブ
が
豊
か
で
活
力
の
あ
る
社
会

を
築
く
た
め
に
引
き
続
き
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
と
い
う
お
こ
と
ば
を
賜
り
ま
し

た
が
、
そ
の
中
に
「
老
人
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
お
こ
と
ば
は
三
度
も
あ
り
、

感
銘
と
共
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

両
陛
下
が
ご
退
席
さ
れ
る
と
き
全

員
が「
天
皇
陛
下
万
歳
」の
発
声
が
あ

り
、
両
陛
下
は
何
度
も
立
ち
止
ま
ら

れ
手
を
お
振
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

盛
大
で
厳
粛
な
大
会
で
の
表
彰
は

感
無
量
の
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
名
誉
に
恥
じ
な
い
よ
う
老
人
ク

ラ
ブ
の
発
展
に
一
層
の
努
力
を
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

●
全
老
連
会
長
表
彰
を
受
章
し
て

　
　
　
　
　
　
　
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
　
中
　
西
　
俊
　
博

天皇陛下おことば
平成 24 年10月４日㈭日比谷公会堂

　全国老人クラブ連合会の創立 50周年に当たり、皆さんと共にこ
の記念大会に臨むことをうれしく思います。
　50 年にわたる関係者のたゆみない努力によって、老人クラブが全
国に普及し、各地において高齢者の社会参加や健康の保持に貢献し
てきたことは、誠に喜ばしく、この度表彰を受けられる皆さんを始め、
多くの関係者の尽力に対し、深く敬意を表します。
　多くの高齢者が、老人クラブの様々な活動を通じて、子どもたちや、
若い世代とも交流しながら、積極的に社会参加を進めていることは
非常に心強いことであります。老人クラブが、豊かで活力のある社会
を築くために、引き続き大きな役割を果たすことを期待しております。
　今日の高齢者は—私もその一人でありますが—多くの人命が失われ
た悲惨な戦争によって荒廃した国土から立ち上がっていく我が国と、
歩みを共にしてこられました。私どもは若いときに平和の大切さを身
にしみて育った世代です。皆さんが老人クラブなどの活動を通して、
それぞれ幼いときに、あるいは青年として経験したことを、直に子ど
もたちや若い世代の人々に伝えていくことは、我が国のために極めて
大切なことと思われます。
　会員の皆さんには、くれぐれも健康に気を付け、将来にわたって元
気に過ごされるよう願うとともに、全国の老人クラブの活動がより一
層発展することを期待し、大会に寄せる言葉といたします。

式 次 第
司　会　加賀美　幸　子

第１部（式典）	 〈11 時 30 分〜 12 時 00 分〉

　天皇皇后両陛下御臨席
　国　　家　　斉　　唱

　開 会 の こ と ば	 東京都老人クラブ連合会会長	 増　田　時　枝
　式 辞	 全国老人クラブ連合会会長	 斎　藤　十　朗
　天 皇 陛 下 お こ と ば
　挨　　　　　　　拶	 厚生労働大臣	 小宮山　洋　子
　表　　　　　　　彰	 厚生労働大臣表彰
　　　　　　　　　　	 　受章者代表　埼玉県	 加　藤　清　正
　　　　　　　　　　	 全国老人クラブ連合会会長表彰
　　　　　　　　　　	 　受章者代表　東京都� 町田市老人クラブ連合会
　祝　　　　　　　辞	 内閣総理大臣	 野 田 佳 彦 殿
　　　　　　　　　　	 衆議院議長	 横 路 孝 弘 殿
　　　　　　　　　　	 参議院議長	 平 田 健 二 殿
　天皇皇后両陛下御退席

　アトラクション〜踊り〜（12 時 30 分〜 12 時 50 分）　

第２部（講演・大会宣言）	〈13 時 00 分〜 14 時 15 分〉

　記　　念　　講　　演	 「いま、日本に求められるもの」	 童 門 冬 二 先 生

　大　　会　　宣　　言	 　朗　読　　東京都	 永　井　愛　子

　震災復興応援旗贈呈	 被 災 地 ４ 県 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 会 長
　次回大会開催地挨拶	 岩手県老人クラブ連合会会長	 菅　野　　　満
　閉 会 の こ と ば	 全国老人クラブ連合会副会長	 大　西　早　苗
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



女
性
委
員
会
総
会

　秋も深まる11月8日、9日、慣れない東京へ研
修に行かせてもらいました。その日は17時まで事
例発表、グループ協議があり1日中緊張した日で
した。
　全老連副会長 永井愛子氏の開会のあいさつに
続き、常務理事 松寿庶氏のあいさつ、続いて去
る10月４日全老連創立50周年記念大会について、
齊藤秀樹 事務局長の報告と併せて
　・高齢者の就業率
　・高齢者の家計
　・高齢者のくらし
　・老人クラブ活性化３か年計画
　・女性委員の取り組みと関連して
等について報告がありました。

— 午後の事例発表 —
①京都老人クラブ連合会女性部長
� 平野純子氏発表
委員会の役割
　・女性リーダー相互の連携を図ること
　・組織の強化を図ること
高齢者の暮らしの支え合いについて
　生活モニター活動をひとり暮らしや高齢者会員
を対象に取り組む

②鳥取県老人クラブ連合会女性委員長
�   相見寿子氏発表
・平成24 年度の主な活動として
　⑴女性リーダー研修会
　⑵�生活モニター活動の結果を活かした取り組み

の調査
　⑶女性委員会ニュースの発行
　これからの女性リーダーの役割り・コミニュケー
ション力・発想力豊かな女性たち。女性の数のパ

ワーは一つの目的に向って行動する時、最大の力
を発揮し、リーダーの強い味方になってくれる。
　「正論◦理想◦だが私達のまわりには活動は
ちょっとという人が多くいる事が重大」
　「人生のうまみは加齢とともに！」ということで締
めくくられました。

— 午後、情報交換 —
・�グループ協議が行われ１グループ５人づつ、24
グループで朝会議の前の問題点をそれぞれ出し
た紙①「あなたが伝えたい女性リーダーの役割」
のテーマで討議する。

　私は６グループで「神奈川県、大阪府、和歌
山県、香川県」の方と交換しました。
　どのグループも若手の会員が少ない。リーダー
の育成。おどりなど楽しい会で会員を募集などの
話が出ました。全体のまとめは翌日ということで
午後５時までの会は終わりました。

第24回老人クラブ女性リーダーセミナーに参加して

　

全
老
連
女
性
委
員
会
総
会
は
、

平
成
24
年
11
月
９
日
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
開
催
さ

れ
た
。「
わ
た
し
た
ち
の
誓
い
」を
全

員
で
朗
読
し
た
後
、
委
員
の
出
欠

状
況
と
異
動
の
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が
あ
っ
た
。

　

兵
庫
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連
の
中
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さ
ん
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議
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平
成
25
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老
連
女
性
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事
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つ
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れ
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友
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動
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も
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に
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委
員
会
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開
催
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41
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平
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５
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前
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議
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了
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◎
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６
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発
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討
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以
上
を
全
員
一
致
で
可
決
し
、

第
40
回
総
会
を
終
了
し
た
。

　

女
性
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ダ
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修
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ラ
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ラ
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す
る
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開
催
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し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
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性
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ダ
ー
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役
員
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高
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者
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リ
ー
ダ
ー
等
を
対
象
と
し
て
、
県

下
３
会
場
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ら
の
べ
１
５
６
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

  

事
業
説
明
で
は
、
平
成
25
年
度
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で
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、『
会

員
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取
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動
』、『
会
員
の
加
入
促
進
と
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る
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く
り
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し
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講
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で
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、
参
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中
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者
が
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に
お
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を
し
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い
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だ
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が
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し
て
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ら
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楽
し
い
時
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過
ご
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ま
し
た
。

　

折
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で
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と
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り
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山
会
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で
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鶴
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軍
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ュ
ー
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作
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し

た
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自
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帰
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そ
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ぞ
れ
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村
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区
・
単

位
ク
ラ
ブ
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作
り
方
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伝
達
し
ク

ラ
ブ
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せ
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と
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グ
ル
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プ
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で
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少
人
数
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か
れ
「
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
と
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性
リ
ー
ダ
ー
の
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わ
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、
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町
村
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域
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単
位
ク
ラ
ブ
で
の
事
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問
題
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つ
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活
発
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出
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合
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し
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ま
と
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と
な
る
全
体
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い

て
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ル
ー
プ
討
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で
出
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意

見
や
今
後
の
課
題
が
ま
と
め
ら
れ
、

今
後
の
女
性
会
員
の
活
動
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つ
い

て
意
見
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交
換
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ま
し
た
。

　

参
加
者
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修
で
得
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も
と
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し
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村
、
地
域
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お
い
て
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ー
ダ
ー
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し
て
中

心
と
な
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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嘉
津
子

全
老
連

県
老
連

第24回老人クラブ女性リーダーセミナーに参加して
岡山県老連女性委員会  委員　西平 悦子平成24年11月８日～９日　会場：東京都・全社協第３～５会議室
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事　　業 平成24年度　会場 ・ 開催数
参加者・受講者数

平成25年度　会場 ・ 開催数
参加者・受講者数（予定）

老人福祉大学 岡山・倉敷・津山・高梁（各会場全５回）
受講者数834名

岡山・倉敷・津山・高梁（各会場全５回）
募集受講者数850名

高齢者地域リーダー研修会
岡山・倉敷・津山・高梁・東備・美作

（各会場全１回）
参加者数535名

岡山・倉敷・津山・高梁・東備・美作
（各会場全1回）

募集参加者数600名

女性リーダー研修会 岡山・倉敷・津山（各会場全１回）
参加者数156名

岡山・倉敷・津山（各会場全１回）
募集参加者数160名

健康づくり・介護予防リーダー養成講習会 岡山（全４回）
参加者数 62名

岡山（全４回）
募集参加者数 60名

参加・受講対象者：老人クラブ会員、及びそれぞれの事業に関心のある地域高齢者等、どなたでも参加・受講できます

平成25年度モデル実施事業 平成24年度
実施老連・クラブ・団体

平成25年度
実施老連・クラブ・団体募集数（予定）

健康づくり・介護予防街づくり事業 （新規　平成24年度）
　赤磐市・山陽支部
　笠岡市・北川地区
　高梁市・玉川親友会
　新見市・高尾長寿会

（継続実施　平成23年度～）
　備前市・香登地区長寿会（たんぽぽの会）
　赤磐市・熊山支部
　津山市・東津山地区
　新見市・ゆずりは城楽会
　新庄村老人クラブ連合会

市町村老連及び地域高齢者団体等５団体
（24年度より継続のみ）
実施区域：�市町村老連・支部地区等老連・単

位クラブ

健康づくり・介護予防活動を通じて、地域のすべての高齢者が健康で自立し
た生活を送り安心して暮らせるまちづくりを目指す。
実施内容：�「健康づくり介護予防リーダー養成講習会』または関連講習会

の終了者（または修了予定者）が中心となり、健康づくりの「学
習」「実践」「点検」それぞれ１項目以上の事業を実施

助成金：1市町村老連につき10万円以内（単年度）

健康づくり支援事業「チャレンジ！地域の元気づくり事業」 （みずほ教育福祉財団助成）
　倉敷市老人クラブ連合会
　津山市老人クラブ連合会
　新見市老人クラブ連合会
　高梁市・川上地域老人クラブ

（県老連助成）
　西粟倉村老人クラブ連合会
　和気町老人クラブ連合会
　赤磐市老人クラブ連合会

事業名を「地域の元気づくり事業」とし、内
容は24年度と同じ
市町村老連等７団体～10団体（単年度）

一般高齢者（非会員）を巻き込んだ活動や地域づくりに視点をおいた取り組み
についてこれまでの活動のリニューアル化により、地域の元気づくりを挑戦（チ
ャレンジ）する連合会を支援する。
助成内容：⑴一般高齢者を含めた健康づくり介護予防事業
　　　　　⑵世代間交流事業
　　　　　　※既存事業及び他の助成事業との併用は対象外
助成金：１市町村老連につき10万円（単年度）

在宅福祉を支える友愛活動
　岡山市・御休学区老人クラブ連合会
　岡山市・灘崎支部
　赤磐市・山陽支部
　新見市・新見地区老人クラブ連合会

地域における高齢者の友愛活動を支援することを目的として助成する。
助成対象事業：�寝たきり高齢者、ひとり暮らし高齢者への給食サービス、友愛

訪問、情報提供、ふれあいサロン活動、その他の友愛活動に関
する事業

次世代育成支援事業 　岡山市・吉備支部　陵南小学校区
　赤磐市・熊山支部
　赤磐市・赤磐市立山陽北小学校区

（桜が丘西６～ 10丁目）
　笠岡市・新山地区
　高梁市・有漢地域老人クラブ
　真庭市・川東地区（法界院・西原・赤野）

市町村老連および地域高齢者団体等６団体
（単年度実施）
実施地区：市町村老連・支部地区等老連

地域における子育て支援活動のモデルとなる事業を支援するとともに子育て
支援活動について啓発を行う。
委託対象事業：�見守り活動、世代間交流、子育て相談会、その他子育て支援に

関する事業
委託額：１ヶ所10万円（単年度）

岡山県老人クラブ連合会事業
▼ ▼ ▼大学・研修会・講習会

▼ ▼ ▼助成事業
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と ぴ っ く す

里庄町

　夏休みが終わりに近づくと子どもたちと「た

こ焼きパーティー」を行います。開催日時等は

ケーブルテレビの掲示板やデーター放送・地区

内の放送・ポスターの掲示等で地域の皆さん

にお知らせしています。材料は事前に役員で調

達しておきます。午後１時になると老人クラブ

の会員や子どもたちが公会堂に集まってきます。食べ物を扱うので手を洗い、消毒

液できれいにします。グループは調理用具の数もあるので５・６人ずつ５班編成です。

　たこを切る人、粉を水でとく人、みんなでワイワイ会場にはにぎやかな声があふれ

ます。生地が多すぎたり、少なかったり、うまくひっ

くりかえらなくてたこ焼きが丸くならないで大騒ぎ

になることもあります。

　形はうまくできなくても、美味しさにちがいはあ

りません。待ちに待った試食でみんな大満足、笑顔

がこぼれます。試食のあと、みんなで歌を歌います。

「青い山脈」などの青春歌謡や童謡、「幸せのワルツ」

や「これから音頭」などで楽しく過ごします。

里庄町老連・殿迫老人クラブ  会長　小野  昇
たこ焼きパーティー

奈義町

　10月16日㈫に、奈義町総合運
動公園グラウンド・ゴルフ場にて、
第１回町老連グラウンド・ゴルフ大会を開催しました。　会員63人の参加により、３コース24ホールの合計スコアーで上位を争いました。
　当日は晴天にも恵まれ、みなさんわきあいあいと楽しくプレイすることができました。
　また、10月23日には、奈義中学校の体育館を会場に毎年実施している奈義町老人クラブ連合会主催のスポーツ大会を開催し、クラブ員約400人の参加がありました。
　競技は、スプーンリレー、パン食い競争、輪投げ競争、ボール送り競争など多彩な競技で大変盛り上がりました。
　他地区のクラブ員さんと交流を図ることができ、楽しく有意
義な一日と
なりました。

奈義町老人クラブ連合会

平成24年度
奈義町活動報告

津山市

　加入率100％の我が「ときめき会」は、会員数29名と加
茂支部の中では平均的な会で、うち、健常者（？）が23名
で日常の活動をしており、主催・参加事業とも数多く行って
いるうちの、２事業について紹介します。
１・町内の清掃について
　毎年４月の総会当日に、主要道路沿いのゴミ拾いとカー
ブミラー磨きを行っている。男性会員は主にカーブミラーを、
女性会員は空き缶や吸い殻等を拾って公会堂に持ち帰り分
別する。終わった後は、気分スッキリ、春の温かい日差し
を浴びて皆の顔も晴れ晴れとしているのが実に健康的であ
る。総会の後のビールを楽しみに老体に鞭打つのである？
２・宝蔵寺の墓苑清掃について
　数年前に、住職からのお話で始めた事業で、６月と８月
の２回草取りと周囲の草刈りを行っている。
　集落から標高差100ｍ以上の高台にある墓苑まで、手押
し車を杖代りにしながら一歩づつ「ヨイショ、ヨイショ」と

参加してくれる女性会員の心意気には、毎回頭の下がる思
いで、ついつい「無理しないでー・・・」と声をかけながら、
心の中では祈るばかりです。
　真夏の汗を流した後の、奥様心尽くしの冷えた西瓜や会
員持参のトマトに齧り付いた時の美味しさと充実感は例え
ようも なく、皆 が
満足感に浸るひと
時でもある。そして
数日後には、会に対
して過分な「志」を
頂いている。唯一の
事業収入として、感
謝の念を持ちながら
有意義に使用させて
頂いていることを申
し添えます。

津山市老連加茂支部・齋野谷ときめき会  会長　水島 剛夫

清掃作業で充実感を
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【趣　　旨】
　�　少子・高齢化を迎え、岡山県においても県民の４人に１人が
65歳以上（25.1％）という状況にあります。高齢者は地域社会
の「支え手」としても期待されており、老人クラブはそれぞれの
地域に根差した３つの柱（健康・友愛・奉仕）があり、その活動
の活性化が求められています。一方で「老人」という言葉に抵抗
を感じ、老人クラブ加入を躊躇する方々が増えているのも事実
であります。
　�　このような現状のもとで岡山県老人クラブ連合会では、ク
ラブのイメージアップを図り、会員の加入促進とクラブ活動の
活性化に繋げていくため「愛称」を募集することと致しました。
「若々しく、高齢者の方々が積極的に参加したくなるような愛称」
を募集し、決定いたしました。

【応募期間】平成24年４月10日㈫～平成24年７月31日㈫

【応募資格】岡山県内に居住している18才以上の方

【審　　査】�岡山県老人クラブ連合会50周年記念事業実行委員会
内に組織する選考委員会において審査し、入賞作品を
決定しました。

【発表及び表彰】
　�　入賞作品は、50周年記念式典（第49回岡山県老人クラブ大
会内）にて発表・表彰しました。
　�　応募作品は、330点の応募があり、その中から厳正な選考の
結果、岡山市東区瀬戸町の寺尾　勝さん（69）が最優秀作品に
選ばれました。また、優秀賞には、「晴れの国ＳＣ岡山」、「サン
サンシニア岡山」の２作品を決定しました。

愛 称
「晴ればれシニア岡山」

決 定

早島町

　早島町老人クラブ連合会は23の単位クラ

ブから構成され、1,355人（Ｈ24.4.1現在）の

会員からなります。グラウンドゴルフ大会や

カラオケ大会などの行事を開催し、健康づく

りや仲間づくりに励んでいます。

　10月26日に開催したペタンク大会には各クラブから33チーム100

名の方が参加しました。午前は10ブロックに分かれて予選を行い、午

後からは予選を勝ち抜いたチームで決勝トーナメントを行いました。当

日は晴天に恵まれ、参加者らはのびのびとプレーを楽しみました。

　３月にはグラウンドゴルフ大会（昨年度：約270名参加）を予定して

います。グラウンドゴルフ大会は早島町老人クラブ連合会の行事で最

も参加者が多い行事です。今後も行事を通じて健康づくりと会員相互

の親睦を深めていきます。

早島町老人クラブ連合会  会長　藤田 義昌

第18回早島町老人クラブ連合会
ペタンク大会

久米南町

　久米南町老人クラブ連合会は、10月24日㈬に久米南町民運動公園グラウンドゴルフ場芝コースにおいて、第９回久米南町老連グラウンドゴルフ大会を盛大に開催しました。
　この大会は同老人クラブ連合会会員の健康保持の増進と相互の交流を図り、生涯学習の推進を目的とした町老人クラブ連合会の年１回の行事です。
　当日は晴天に恵まれ、絶好のグラウンドゴルフ日和となり、参加した同老人クラブ連合会員約140名の選手らは、それぞれのチームに分か

れて東コース８ホール、西
コース８ホール の 計16
ホールをラウンドし、き
れいに整備された芝コー
スで、他地区のクラブ員
と出会い、ふれあうこと
などで楽しい有意義な
交流を深める一日となり
ました。

久米南町老人クラブ連合会

第９回町老連グラウンドゴルフ大会を開催！
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第
30
回 

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ
ナ
ー

「
老
人
ク
ラ
ブ
50
年
〜
こ
れ
か
ら
の
ク
ラ
ブ
作
り
」
に
出
席
し
て

　

平
成
24
年
６
月
７
日
〜
８
日
、

東
京
新
霞
が
関
ビ
ル
で
開
催
さ

れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ

ナ
ー
に
出
席
し
ま
し
た
。
私
は
、

良
寛
さ
ん
で
お
馴
染
み
の
名
刹
円

通
寺
の
麓
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
白
華

和
老
会
」
の
会
長
を
つ
と
め
て
お

り
ま
す
。
平
成
23
年
３
月
11
日
に

宮
城
県
沖
で
発
生
し
た
世
界
的
規

模
の
災
害
に
関
し
、
福
島
県
富
岡

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
「
ク
ラ
ブ

再
立
ち
上
げ
の
苦
労
」
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
対
岸
の

火
事
で
は
な
く
、
ご
苦
労
は
想
像

す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
続
き
ま

し
て
、
横
浜
市
栄
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
か
ら「
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
…
」

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
員
獲

得
は
容
易
で
は
な
く
、
我
が
ク
ラ

ブ
で
「
で
き
る
人
が
・
で
き
る
時

に
・
で
き
る
事
を
す
れ
ば
よ
い
」

を
合
い
言
葉
に
出
来
な
く
て
も
気

負
う
こ
と
な
く
、
楽
し
く
や
っ
て

お
り
ま
す
。

　

行
事
と
し
て
、
毎
月
１
回
公
園

の
掃
除
や
近
く
の
幼
稚
園
の
教
諭

と
対
話
を
は
じ
め
、
同
幼
稚
園
の

グ
ラ
ン
ド
の
草
取
り
や
昔
懐
か
し

い
コ
マ
回
し
・
糸
と
り
・
竹
馬
な

ど
で
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
お
り

ま
す
。こ
の
ほ
か
月
１
回
空
き
缶
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
資
源
ゴ
ミ
を
回

収
し
て
幼
稚
園
へ
持
ち
込
み
ま

す
。
以
上
の
と
お
り
活
動
の
一
端

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
積
極
的
に

社
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
幼
稚
園

対
行
政
・
老
人
ク
ラ
ブ
対
幼
稚
園
・

幼
稚
園
対
地
域
・
地
域
対
行
政
・

行
政
対
老
人
ク
ラ
ブ
が
円
滑
に
機

能
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
「
行

政
が
何
か
を
し
て
く
れ
る
」
で
は

な
く
、「
行
政
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
」
の
よ
う
に
発
想
の
転
換

が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
研
修
を
通
じ
て
会

員
の
獲
得
と
若
返
り
及
び
存
続
等

の
苦
労
話
が
理
解
で
き
、
学
ん
だ

こ
と
を
会
の
発
展
の
た
め
に
活
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
終
わ
り
に

な
り
ま
し
た
が
、
担
当
課
の
職
員

の
皆
様
に
は
準
備
な
ど
い
ろ
い
ろ

と
お
世
話
に
な
り
、
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。

倉
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
副
会
長
　
小
野 

直
樹

平成 24 年 6月 7日〜 8 日　東京都新霞が関

事
例
発
表

①
福
島
県
富
岡
町

  

「�

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
、
仮

設
住
宅
に
新
た
に
立
ち
上
げ

た
老
人
ク
ラ
ブ
」

　

昨
年
3
月
の
原
発
事
故
に
よ

り
、
町
全
域
が
避
難
区
域
に
指
定

さ
れ
た
た
め
、
町
民
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
消
息
が
つ
か
め
な
い
こ

と
か
ら
、
今
は
活
動
が
出
来
て
い

ま
せ
ん
。

　

先
般
、
震
災
以
来
久
し
振
り
に

あ
っ
た
会
員
仲
間
15
名
に
活
動
参

加
を
呼
び
掛
け
て
仮
設
住
宅
に
老

人
ク
ラ
ブ
を
作
り
、
と
も
に
故
郷

に
帰
ら
れ
る
日
を
待
つ
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
富
岡
町
の
仮
設
住
宅

や
借
り
上
げ
住
宅
に
老
人
ク
ラ
ブ

が
発
足
し
、
郡
山
老
人
ク
ラ
ブ
と

早
い
時
期
に
交
流
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
感 

想
・
・
・
・
・

　

平
成
23
年
3
月
11
日
の
昼
下
が

り
、
宮
城
県
沖
で
発
生
し
た
未
曽

有
の
災
害
で
原
発
事
故
が
発
生
し

て
町
全
域
が
避
難
区
域
に
指
定
さ

れ
る
な
ど
、
混
乱
は
想
像
す
る
に

余
り
有
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
混
乱
の
極
限
に
達
し

た
折
り
、
震
災
以
来
久
し
振
り
に

あ
っ
た
お
仲
間
に
仮
設
住
宅
に
老

人
ク
ラ
ブ
立
ち
上
げ
、「
郡
山
老

人
ク
ラ
ブ
と
早
い
時
期
に
交
流
会

実
現
」
を
目
指
す
な
ど
ご
労
苦
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

②
横
浜
市
栄
区

  

「�

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
期
待
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
老
人
ク
ラ

ブ
を
活
性
化
す
る
た
め
に
」

　

老
人
会
の
顧
客
は
誰
か
、
す
な

わ
ち
老
人
会
の
会
員
及
び
適
齢
期

の
未
加
入
者
で
あ
る
高
齢
者
が
自

ら
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
、
自
分

が
社
会
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
よ
う
な
居
場
所
・
出
場

所
混
沌
と
し
て
先
が
見
通
せ
な
い

時
代
に
は
、
シ
ニ
ア
の
知
恵
と
先

見
力
が
期
待
さ
れ
る
。す
な
わ
ち
、

イ 

老
人
会
の
魅
力
を
高
め
る
。

　

 

→
仲
間
つ
く
り
、
社
会
奉
仕

ロ 

老
人
会
の
運
営
を
楽
し
く
す

　

 

る
。

　

 

→
役
員
の
任
期
制

ハ 

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
豊
か
に
す

　

 

る
。

　

 

→�

都
合
の
良
い
と
き
に
・
都

合
の
良
い
人
が
・
都
合
の

良
い
活
動
を

・
・
・
・
・
感 

想
・
・
・
・
・

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
た
め

に
、大
変
な
ご
労
苦
と
思
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
ク
ラ
ブ
も
会
員
獲
得
や

若
返
り
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
我
々
の
ク
ラ
ブ
で
は
、「
で

き
る
人
が
・
で
き
る
と
き
に
・
で

き
る
こ
と
を
す
る
」
を
合
言
葉
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
立
派
な
組

織
を
維
持
す
る
こ
と
は
大
変
で
す

が
、
こ
れ
を
続
け
る
た
め
に
は
信

念
を
も
っ
た
リ
ー
ダ
ー
が
、
自
分

の
主
張
は
控
え
め
に
し
て
大
勢
い

る
相
手
（
仲
間
）
の
意
見
を
尊
重

す
る
、
つ
ま
り
弾
力
的
な
運
用
が

大
切
と
思
い
ま
す
。

　

行
事
と
し
て
、
毎
月
1
回
公
園

掃
除
や
近
く
の
幼
稚
園
に
出
か
け

て
グ
ラ
ン
ド
の
草
取
り
や
昔
懐

か
し
い
コ
マ
回
し
な
ど
で
楽
し
く

や
っ
て
お
り
ま
す
・

　

集
め
た
空
き
缶
・
古
本
な
ど
を
幼

稚
園
に
持
ち
込
ん
で
お
り
ま
す
。

③
福
岡
市
早
良
区

  

「�

若
手
組
織
『
盛
年
部
』
の
立

ち
上
げ
」

　

固
定
化
さ
れ
た
会
員
の
高
齢
化

に
よ
り
、
施
設
入
所
に
よ
る
離

れ
、
死
亡
会
員
の
増
加
、
足
腰
な

ど
の
体
調
不
良
等
で
外
出
不
能
会

員
の
増
加
、
会
長
・
役
員
の
な
り

て
不
足
等
で
将
来
ク
ラ
ブ
衰
退
や

解
散
の
懸
念
等
で
「
ク
ラ
ブ
を
元

気
に
ど
げ
ん
か
せ
に
や
あ
い
か
ん

ば
い
」—

熱
い
想
い
が
出
発
点
で

し
た
。

　

ク
ラ
ブ
活
性
化
推
進
委
員
会
の

立
ち
上
げ
、
盛
年
部
が
設
置
の
承

認
、
先
ず
は
盛
年
部
の
位
置
付
け

は
対
策
年
齢
60
歳
を
中
心
に
当
面

概
ね
72
歳
ま
で
を
長
男
女
を
問
わ

ず
ク
ラ
ブ
会
長
の
兼
務
を
禁
じ
専

任
と
す
る
。

　

部
長
、
副
部
長
ら
が
先
頭
に

立
っ
て
、
区
老
連
に
お
い
て
は
、

部
会
長
で
の
情
報
交
換
、
若
手
育

成
講
演
会
の
用
意
。

　

校
区
老
連
・
単
位
ク
ラ
ブ
の
活

動
は
（
例
と
し
て
）

　

小
学
校
と
連
携　

3
世
代
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
企
画
と
実
施

　

今
何
の
活
動
の
報
告
性
に
つ
い

て
は
種
々
有
り

 

・
外
部
も
参
加
し
た
く
な
る
イ

ベ
ン
ト
の
立
案
・
実
施

 

・
女
性
盛
年
部
長
の
就
任
促
進

 

・
交
流
の
場
の
場
所
つ
く
り
等

・
・
・
・
・
感 

想
・
・
・
・
・

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
た
め

に
、大
変
な
ご
労
苦
と
思
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
ク
ラ
ブ
も
会
員
獲
得
や

若
返
り
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
我
々
の
ク
ラ
ブ
で
は
、「
で

き
る
人
が
・
で
き
る
と
き
に
・
で

き
る
こ
と
を
す
る
」
を
合
言
葉
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
立
派
な
組

織
を
維
持
す
る
こ
と
は
大
変
で
す

が
、
こ
れ
を
続
け
る
た
め
に
は
信

念
を
も
っ
た
リ
ー
ダ
ー
が
、
自
分

の
主
張
は
控
え
め
に
し
て
大
勢
い

る
相
手
（
仲
間
）
の
意
見
を
尊
重

す
る
、
つ
ま
り
弾
力
的
な
運
用
と

あ
せ
ら
ず
ゆ
っ
く
り
取
り
組
む
こ

と
も
大
切
で
す
。

グ
ル
ー
プ
協
議

「
こ
れ
か
ら
の
ク
ラ
ブ
作
り
」

　

1
班
〜
17
班
に
分
か
れ
、
私
は

5
班
6
名
で
行
っ
た
。�

→
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・�

グ
ル
ー
プ
協
議
の
内
容
は
、
単

位
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

　

各
地
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
代
表

者
と
話
し
合
い
、
実
態
を
話
し
合

い
、
未
加
入
者
の
加
入
に
つ
と
め

る
。
特
に
女
性
の
若
手
の
方
を　

女
性
部
の
踊
り
の
会

・�

社
交
ダ
ン
ス
・
編
み
物
教
室
・

会
員
研
修
会
と
地
元
の
児
童
・

園
児
と
の
交
流
、
例
え
ば
昔
遊

び
近
隣
の
公
園
の
掃
除　

会
員

の
意
見
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
基

に
事
業
計
画
を
立
て
る
。

・
・
・
・
・
感 

想
・
・
・
・
・

　

リ
ー
ダ
ー
は
目
的
と
信
念
を

持
っ
て
臨
む
こ
と
は
必
要
で
す
が
、

誤
っ
た
方
向
に
進
め
ば
修
正
す
る

程
度
で
、
自
分
の
意
見
主
張
は
控

え
め
に
す
る
事
も
大
切
で
す
。

　

つ
ま
り
、
大
局
的
に
と
ら
え
、

大
所
・
高
所
に
た
っ
て
判
断
し
、

自
分
（
リ
ー
ダ
ー
）
の
意
見
を
貫

く
こ
と
に
よ
り
、
組
織
そ
の
も
の

が
閉
鎖
的
（
消
極
的
）
に
な
り
、

や
が
て
は
分
解
・
閉
鎖
・
解
散
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
と
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
任
務

は
、
ど
ん
ど
ん
意
見
や
希
望
な
ど

フ
ラ
ン
ク
に
話
せ
る
雰
囲
気
作
り

と
組
織
の
ま
と
め
が
大
切
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
グ
ル
ー
プ
協
議

「
こ
れ
か
ら
の
ク
ラ
ブ
作
り
」

　

17
班
に
分
け
て
行
っ
た
（
結
果

は
次
の
と
お
り
）

① 

若
手
加
入
の
促
進
「
盛
年
部

の
設
置
」

② 

活
動
サ
ー
ク
ル
を
増
や
し
、

活
性
化
さ
す

③ 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
分
野
に
未

加
入
者
を
誘
う

④ 

女
性
の
活
動
の
場
を
も
っ
と

多
く
取
り
入
れ
る

・
・
・
・
・
感 

想
・
・
・
・
・

　

総
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
リ
ー

ダ
ー
自
身
が
「
組
織
を
ま
と
め
、

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
」
を
勉
強
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
と
一
般
会
員
と
立
場

を
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
と
良

く
分
か
り
ま
す
が
。（
自
分
が
さ

れ
て
（
言
わ
れ
て
）
嫌
な
こ
と
は
、

相
手
も
嫌
で
す
。）

　

上
記
を
会
得
す
る
こ
と
に
よ

り
、
①
〜
④
は
解
決
し
ま
す
。

講
　
演

『
地
域
を
支
え
る

�

こ
れ
か
ら
の
ク
ラ
ブ
つ
く
り
』

日
本
社
会
事
業
大
学
教
授
　
辻
　
浩
先
生

・
上
手
に
地
域
に
根
づ
く
た
め
に

　

効
率
性
や
結
果
の
追
求
か
ら
共

同
作
業
の
中
で
の
出
来
事
を
楽
し

む
感
覚
へ
特
技
が
な
く
て
も
い

い
、
地
域
に
お
い
て
ま
で
貢
献
度

で
序
列
を
付
け
る
の
は
や
め
よ
う

　

自
分
に
と
っ
て
居
心
地
い
い
関

係
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
活
動
で

喜
ん
で
く
れ
る
人
が
い
た
ら
幸
せ

な
こ
と
。

・�

誰
も
が
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
た
め
に

　
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
と
い
う
方
法

＝
個
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。
口
コ
ミ

　
「
社
会
文
化
の
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
」

と
い
う
考
え
方
＝
心
が
活
性
化
し

て
い
る
人
は
誰
に
も
や
さ
し
い

・�

新
し
い
価
値
を
拓
く
こ
と
へ
の

挑
戦

　

競
争
原
理
が
渦
巻
き
、
格
差
が

拡
大
す
る
現
代
社
会
の
見
直
し

　

ス
ロ
ー
の
価
値　

弱
さ
を
絆
に

定
常
・
持
続
可
能
な
社
会

　
「
み
ん
な
ち
が
っ
て　

み
ん
な

い
い
」「
人
生
い
ろ
い
ろ
」「
世
界

に
一
つ
だ
け
の
花
」

・
・
・
・
・
感 

想
・
・
・
・
・

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
た
め

に
、
出
来
上
が
り
結
果
や
地
域
に

対
す
る
貢
献
度
を
評
価
す
る
こ
と

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
我
々
の
ク

ラ
ブ
で
は
、「
で
き
る
人
が
・
で

き
る
と
き
に
・
で
き
る
こ
と
を
す

る
」
を
合
言
葉
に
し
て
お
り
、
出

来
な
い
た
め
に
卑
屈
に
な
る
こ
と

も
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
立
派
な
組

織
を
維
持
す
る
こ
と
は
大
変
で
す

が
、
こ
れ
を
続
け
る
た
め
に
は
信

念
を
も
っ
た
リ
ー
ダ
ー
が
、
自
分

の
主
張
は
控
え
め
に
し
、
大
勢
い

る
相
手
（
仲
間
）
の
意
見
を
尊
重

す
る
、
つ
ま
り
弾
力
的
な
運
用
が

大
切
と
思
い
ま
す
。

　

行
事
と
し
て
、
毎
月
1
回
公
園

掃
除
や
近
く
の
幼
稚
園
に
出
か
け

て
グ
ラ
ン
ド
の
草
取
り
や
昔
懐

か
し
い
コ
マ
回
し
な
ど
で
楽
し
く

や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

集
め
た
空
き
缶
・古
本
な
ど
を
幼

稚
園
に
持
ち
込
ん
で
お
り
ま
す
。

情 報 交 差 点

高齢者交通安全ニュース 岡山県警察高齢者交通安全ニュース

季節によって
生活スタイルを
変えてみては？

季節によって
生活スタイルを
変えてみては？

季節によって
生活スタイルを
変えてみては？

あ、人だ！　止まろう！

秋から冬にかけて、朝･夕の５時から７時の間は
歩行者の交通死亡事故が多発する

　　　　　　　　　です！

えっ！！

　人が
いたの

？

　 は
暗い
　 は
暗い
冬冬冬

岡山県警察

・

567

夕夕朝朝

5時から7時の間5時から7時の間

　  は
明るい
　  は
明るい
夏夏夏

★１年中、この時間帯に散歩などで外出
する習慣の方はいませんか？
　暗くて危険な時間帯はなるべく避け、明
るい時間帯に外出するよう、季節に応
じた生活スタイルに切り変えましょう！

★仕事などで、やむを得ず暗い道を歩く
必要がある方は、必ず夜光反射材や
LEDライトを着用しましょう。

魔の時間帯魔の時間帯魔の時間帯

同じ時間帯でも･･･同じ時間帯でも･･･

�　2013年（平成25年）2月28日



備
前
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

鷹
取
　
光
彌
　
76
歳

　

76
年
間
、
私
の
人
生
は
ほ
と
ん
ど

ス
ポ
ー
ツ
と
と
も
に
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。

　

備
前
市
体
育
指
導
員
と
し
て
36
年

間
、
備
前
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
携

わ
り
30
年
間
、
微
力
な
が
ら
備
前
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
多
く
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
備
前
市
体
育
協

会
、
備
前
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

連
盟
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

私
の
今
日
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
原
点
は
、
自
分
自
身
が
健
康
で
あ

る
こ
と
。
家
庭
の
理
解
と
協
力
、
職

場
、
関
係
行
政
の
方
た
ち
に
支
え
ら

れ
て
今
日
の
私
が
あ
る
こ
と
に
感
謝

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
関
係
す

る
備
前
市
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
発
展

を
願
い
な
が
ら
、い
つ
の
間
に
か
年
月

が
過
ぎ
、今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

気
負
わ
ず
、
自
然
に
対
応
で
き
た

こ
と
、
多
く
の
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
現
在
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
中
心
に
、
自
分
自
身
の
楽

し
み
と
、
多
く
の
会
員
の
方
に
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
普
及
す
る
こ
と
が
使
命
と
心

得
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
県
内
外
の
多
く
の
仲
間
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
に
な
り
、
ひ
い
て
は
健
康

保
持
の
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
体
育
協
会
で
は
、
昨
年
創
立

１
０
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
、
次
な
る
１
０
０
年
に
向
か
っ
て

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

で
き
ま
し
た
。

　

フ
エ
ア
プ
レ
ー
で
日
本
を
元
気

に
、（
握
手
、
あ
い
さ
つ
、
あ
り
が

と
う
）。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
握
手
（
地
域
の

連
帯
感
）
あ
い
さ
つ
（
人
間
関
係
の

原
点
）、
あ
り
が
と
う
（
感
謝
）、
こ

の
3
要
素
が
良
き
人
間
関
係
、
よ
り

良
き
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
原
点
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
理
念
を
も
と
に
、

今
ま
で
培
っ
て
き
た
、
多
く
の
仲

間
と
の
交
流
を
財
産
と
し
て
健
康
保

持
と
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
関
係

す
る
多
く
の
方
々
に
感
謝
を
し
な
が

ら
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
豊

か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

真
庭
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
顆
山
会�

小
林
寿
満
夫
　
81
歳

　

私
は
、
天
・
地
・
人
に
恵
ま
れ
、

81
歳
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

5
年
前
に
金
婚
を
経
て
、
二
人
と

も
健
康
寿
命
で
あ
る
こ
と
を
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
、
百

歳
の
方
の
お
祝
に
出
る
機
会
が
増

し
、
私
も
努
力
に
よ
っ
て
は
、
百

歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
も
知
れ
な

い
。
百
歳
ま
で
健
康
寿
命
を
保
持
し

て
み
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
役
時
よ
り
身
長
が
約
10
㎝
短
く

な
り
、腰
が
か
が
み
ま
し
た
。
で
も
、

視
力
・
聴
力
・
脚
力
が
健
在
で
、
マ

イ
カ
ー
で
勝
山
と
岡
山
間
も
走
行
し

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
少
し
注
意
し
て
い
る
こ
と

を
書
い
て
み
ま
す
。

〈
健
康
づ
く
り
①
〉

　

食
事
は
、
定
時
・
定
食
・
定
量
を

守
り
、
禁
酒
・
禁
煙
は
完
全
に
縁
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
お
餅
と
柿
は
、
生
来
の

好
物
で
す
の
で
、
食
べ
過
ぎ
な
い

よ
う
に
す
る
の
は
と
て
も
厳
し
い
で

す
。
で
も
毒
で
あ
る
と
思
っ
て
自
制

し
て
い
ま
す
。

〈
健
康
づ
く
り
②
〉

　

起
床
時
に
布
団
の
上
で
、
両
手
・

両
脚
・
腰
を
鍛
え
ま
す
。

　

次
に
玄
関
内
で
、
小
林
式
ス
ト

レ
ッ
チ
を
約
30
分
間
行
い
ま
す
。

　

休
む
と
身
体
が
不
調
で
す
の
で
、

毎
日
実
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
数
年
前
に
受
傷
し
た
脊
髄

を
、
周
囲
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で

回
復
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
天
候
に
関
係
な

く
、
ど
こ
へ
出
か
け
て
も
実
行
で
き

ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
、
好
天
の
日
に

趣
味
の
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
兼

ね
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

笠
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
用
之
江
鶴
亀
会�

加
藤
　
忠
之

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
と
い
う
言

葉
を
こ
の
歳
で
聞
き
ま
す
と
、
何

故
か
そ
の
意
味
が
心
に
沁
み
入
り
ま

す
。
こ
の
様
な
事
が
気
に
な
る
の
も

私
に
取
り
ま
し
て
は
ま
だ
現
役
で
体

に
自
信
を
誇
っ
て
日
々
活
動
し
て
い

た
頃
、
健
康
診
断
で
成
人
病
に
罹
っ

て
い
る
と
宣
告
さ
れ
て
、
そ
の
後
突

然
に
心
臓
病
に
か
か
り
ま
し
た
。
早

期
治
療
に
専
念
し
、
継
続
的
検
診
を

受
け
な
が
ら
も
現
在
は
普
通
の
生
活

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
導
き
に
よ
り
、「
健
康
づ
く
り

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
」

を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
全
４
回
の
講
座
開

催
の
中
で
、
特
に
最
後
の
介
護
予
防

に
地
域
づ
く
り
と
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

と
い
う
テ
ー
マ
の
講
義
を
受
け
、
私

た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
拠
点
と

し
て
高
齢
者
や
地
域
住
民
を
巻
き
込

ん
だ
活
動
へ
と
輪
を
広
げ
、
栄
養
面

で
は
高
齢
者
の
食
生
活
、料
理
教
室
、

運
動
面
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
趣

味
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
診

断
、
体
力
測
定
な
ど
、
県
下
の
他
地

区
の
積
極
的
活
動
に
感
化
さ
れ
な
が

ら
健
康
で
い
き
い
き
し
た
地
域
集
団

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

総
社
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会 

長
　
　
村
木
　
誠

　

平
成
24
年
5
月
27
日
、
私
は
日
本

列
島
縦
断
の
旅
に
出
発
し
た
。
岡
山

発
八
時
の
新
幹
線
で
大
阪
に
向
い
、

大
阪
か
ら
長
野
新
幹
線
「
あ
さ
ま
」

で
軽
井
沢
に
着
い
た
。
そ
の
日
は
、

「
草
間
ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」
に
泊

ま
っ
た
。
す
ぐ
に
、
大
き
な
風
呂
に

ゆ
っ
た
り
浸
か
り
、英
気
を
養
っ
た
。

　

翌
朝
7
時
出
発
。
緑
の
濃
い
絶
景

の
中
を
バ
ス
に
て
快
走
し
、特
急「
ス
ー

パ
ー
白
鳥
」
で
函
館
に
向
っ
た
。
海

底
１
０
０
メ
ー
ト
ル
下
の
青
函
ト
ン

ネ
ル
を
通
っ
て
函
館
に
到
着
し
た
。

湯
の
川
温
泉
「
湯
元
啄
木
亭
」
で
宿

を
と
っ
た
。
藺
草
の
薫
る
畳
の
間
と

ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
り
、
窓
か
ら
は
百
万

ド
ル
の
夜
景
を
堪
能
し
た
。
私
は
朝

5
時
に
朝
風
呂
と
洒
落
込
ん
だ
。

　

翌
日
は
、
熱
海
に
向
け
て
出
発
。

「
東
京
の
酒
場
」
と
言
わ
れ
た
熱
海

も
淋
し
い
地
と
な
り
、
今
は
「
金
色

夜
叉
」
の
一
本
松
も
寂
し
げ
に
見
え

た
。
熱
海
の「
ホ
テ
ル
リ
ゾ
ー
ピ
ア
」

に
宿
泊
し
た
。

　

翌
日
は
、
新
大
阪
を
経
由
し
て
鹿

児
島
ま
で
一
気
に
西
へ
。
鹿
児
島
中

央
駅
か
ら
「
な
の
は
な
号
」
に
て
砂

風
呂
で
有
名
な
温
泉
の
「
指
宿
海
上

ホ
テ
ル
」
に
宿
泊
し
ゆ
っ
く
り
体
を

休
め
た
。

　

最
終
日
は
、
鹿
児
島
中
央
駅
で
の

待
ち
合
わ
せ
の
間
に
、「
維
新
ふ
る

さ
と
館
」
を
訪
ね
た
。
偉
大
な
西
郷

隆
盛
、大
久
保
利
通
の
銅
像
を
拝
む
。

「
い
ろ
は
広
場
」
に
掲
げ
て
あ
っ
た

「
よ
き
師
匠
、
お
の
れ
の
敵
に
学
ぶ

べ
し
」
の
詩
に
感
嘆
。
自
分
の
心
の

範
と
し
て
、
更
に
己
を
高
め
た
い
と

誓
っ
た
。

　

日
本
列
島
縦
断
、心
の
旅
で
あ
っ
た
。

日
本
列
島
縦
断
の
旅

百
歳
を
目
指
し
て

私
の
ス
ポ
ー
ツ
人
生

　
健
康
の
保
持
と

　
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い

目
指
せ
、
め
ざ
そ
う
、

�

ピ
ン
、
コ
ロ
、
ラ
イ
フ

�

（
ぴ
ん
ぴ
ん
こ
ろ
り
）

会員の

声
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ま
ろ
や
か
な
春
色
の

  

簡
単
お
手
軽
レ
シ
ピ

毎 日 の 健 康 は 、 毎 日 の 食 事 か ら

ほのかに春の気配を感じる季節。目についた旬のものや手軽に手に入る素材
で、簡単に作ることができ、そして美味しくいただけるものを召し上がってく
ださい。栄養バランスも考えたメニューをご紹介します。

国
府
島
優
子
（
こ
う
じ
ま
・
ま
さ
こ
）　

料
理
愛
好
家　

日
々
の
暮
ら
し
の
中

か
ら
生
ま
れ
る
自
分
流
の
様
々
な
料
理
や
デ
ザ
ー
ト
を
生
活
情
報
紙
に
連
載
。

誰
に
で
も
簡
単
・
手
軽
に
作
れ
て
お
い
し
い
レ
シ
ピ
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

まさこさんのお元気レシピ
8

　

豚
肉
と
菜
の
花
の
白
み
そ
ソ
ー
ス

　

ヘ
ル
シ
ー
厚
揚
げ
炒
め

◆ 

材 

料
（
２
人
分
）

　

 

厚
揚
げ
…
…
…
…
…
…
…
…
１
枚

　

 

エ
リ
ン
ギ
…
…
…
…
…
…
大
１
本

　
 

黄
ニ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
…
１
束

　
 

卵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
個

　
 

サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
小
さ
じ
２

　

 
め
ん
つ
ゆ
…
…
…
…
…
…
…
適
宜

　

 

七
味
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
宜

◆ 

作
り
方

❶
厚
揚
げ
は
２
等
分
し
１
㎝
に
切
る
。

❷
エ
リ
ン
ギ
は
４
～
５
㎝
に
切
り
縦
に

裂
い
て
お
く
。

❸
黄
ニ
ラ
は
３
～
４
㎝
に
切
る
。

❹
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
敷
き
、

エ
リ
ン
ギ
、厚
揚
げ
を
入
れ
て
炒
め
る
。

途
中
黄
ニ
ラ
も
加
え
て
さ
っ
と
炒

め
、ほ
ぐ
し
た
卵
を
加
え
て
さ
っ
く
り

混
ぜ
る
。卵
に
火
が
通
っ
た
ら
Ｏ
Ｋ
。

❺
器
に
盛
っ
て
め
ん
つ
ゆ
、
七
味
を
か

け
る
。

●
ま
さ
こ
流
ひ
と
く
ち
ア
ド
バ
イ
ス

　

野
菜
炒
め
感
覚
で
サ
サ
ッ
と
作
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
と
っ
て
も
手
軽
で
食

卓
に
彩
り
を
添
え
る
便
利
な
一
品
。
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。
岡

山
県
産
の
黄
ニ
ラ
が
年
に
何
回
か
出
回

る
と
き
に
は
必
ず
買
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
み
ま
す
。
体
の
た
め

に
も
地
元
の
食
材
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
た
い
も
の
で
す
ね
。

◆ 

材 

料
（
２
人
分
）

　

 

豚
ロ
ー
ス
（
ト
ン
テ
キ
用
）

　

 　
　

…
…
２
枚（
２
０
０
ｇ
程
度
）

　

 

レ
ン
コ
ン
…
１
０
０
～
１
５
０
ｇ

　

 

菜
の
花
…
…
…
…
…
…
２
本
程
度

　

 

ソ
ー
ス
A

　

 　

白
み
そ
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１

　

 　

酢
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１

　

 　

し
ょ
う
ゆ
…
小
さ
じ
２
分
の
１

　

 　

シ
ョ
ウ
ガ
…
…
…
…
…
…
少
々

　

 　

ご
ま
油
…
…
小
さ
じ
２
分
の
１

　

 　

水
（
ま
た
は
だ
し
汁
）

　

 　
　
　
　
　
　
　

…
…
小
さ
じ
１

◆ 

作
り
方

❶
A
の
材
料
を
合
わ
せ
て
ソ
ー
ス
を
作

る
。

❷
豚
肉
は
１
・
５
～
２
㎝
幅
に
切
る
。

❸
菜
の
花
は
２
つ
に
切
り
、レ
ン
コ
ン
は

２
～
３
㎜
の
厚
さ
の
薄
切
り
に
す
る
。

❹
蒸
し
器
に
豚
肉
と
レ
ン
コ
ン
を
入
れ

て
蒸
し
、途
中
で
菜
の
花
を
入
れ
る
。

蒸
し
時
間
は
全
部
で
３
～
４
分
が
目

安
だ
が
、
肉
に
火
が
通
っ
た
ら
取
り

出
せ
ば
よ
い
。

❺
器
に
盛
っ
て
A
の
ソ
ー
ス
を
か
け
る
。

●
ま
さ
こ
流
ひ
と
く
ち
ア
ド
バ
イ
ス

　

菜
の
花
を
蒸
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
！

レ
ン
コ
ン
と
菜
の
花
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

と
し
た
食
感
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

�　2013年（平成25年）2月28日

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



2013年（平成25年）2月28日　�



  

短 

歌

	

照
り
翳
り
照
れ
ば
明
る
き
山
の
道  

槙
の
葉
の
降
る
音
ば
か
り
な
る

	

草
枯
れ
て
見
る
も
の
も
な
き
野
の
道
に
影
さ
へ
淡
く
曳
き
て
行
き
け
り

	

山
の
上
の
影
踏
み
遊
び
独
り
す
る
遊
び
の
ゆ
ゑ
に
狂
ふ
が
如
し

	
 

本
当
の
闇
を
な
く
せ
し
藪
椿
の
昼
も
夜
も
な
き
く
れ
な
ゐ
の
色

	

風
の
む
た
神
の
小
鳥
が
来
て
遊
ぶ
竹
の
青あ
を
ぢ柱
の
立
ち
繁し
む
所

	

か
す
か
な
る
音
を
思
ひ
て
来
し
竹
藪
の
ゆ
れ
に
ゆ
れ
つ
つ
音
も
あ
ら
な
く
に

�

龍
短
歌
会
（
小
見
山 

輝
）

二
人
の
時
間�

岡
山
県
詩
人
協
会
（
か
わ
か
み
よ
し
こ
）

 「
な
ん
で
も
な
い
日
常
だ
っ
た
け
ど

　

な
く
し
て
初
め
て
分
か
っ
た

　

あ
れ
こ
そ
幸
せ
な
時
間
だ
っ
た
ん
だ

　

う
ち
の
朝
ご
飯　

お
い
し
か
っ
た
な
あ

　

我
が
家
の
味
噌
汁
は
最
高
だ
」

味
が
薄
い
、
具
が
多
過
ぎ
る
と

い
つ
も
文
句
を
言
っ
て
い
た
の
に

男
は
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
言
わ
な
い
も
の
だ
と
い
う
夫
が

入
院
し
て
か
ら
多
く
の
言
葉
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た

　

 「
な
ん
で
も
な
い
日
常
だ
っ
た
け
ど

　
　

あ
れ
こ
そ
幸
せ
な
時
間
だ
っ
た
ん
だ
」

　

同
じ
言
葉
を
テ
レ
ビ
で
聞
い
た

　

�

津
波
で
妻
を
失
っ
た
人
が
遠
く
を
見
な
が
ら
言
っ

て
い
た

　

や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た

　

 「
生
き
て
い
る
間
に
伝
え
た
か
っ
た
」

　

妻
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う

　

瓦
礫
の
下
か　

海
の
中
か

　

ひ
っ
そ
り
と
眠
る
そ
の
人
に

　

こ
の
言
葉
が
聞
こ
え
ま
す
か

　

目
の
前
で
聞
き
た
か
っ
た
で
し
ょ
う

　

温
か
い
手
を
握
り
な
が
ら
聞
き
た
か
っ
た
で
し
ょ
う

病
院
の
個
室
で
一
緒
に
過
ご
す

治
療
で
苦
痛
に
耐
え
る
と
き
に
は
私
の
手
を
求
め
る

 「
こ
う
し
て
手
を
握
っ
て
い
た
ら
痛
み
が
軽
く
な
る

　

最
期
の
と
き
に
は
こ
う
し
て
握
っ
て
く
れ
え
」

失
っ
て
か
ら
「
あ
れ
こ
そ
・
・
・
」
と
思
う
だ
ろ
う

か
ら　

今
の
う
ち
に
聞
い
て
お
き
た
い　

あ
な
た
の

言
葉
を

四
週
間
後　

一
晩
中
私
の
手
を
握
っ
て　

・
・
・

二
人
の
時
間
は
終
っ
た

車いすも楽し� 岡山県エッセイストクラブ（寺本 紘子）

　何となくひそひそ話し込んでいる様子がうかがえる。夫、長女、
次女の三人だけで。テーブルを囲むでもなく、畳の上に何かカタ
ログのような物を広げていた。
　私が行くとしまった、と言う素振りが見え隠れした。「何してん
の？」と、問う私に「いや、ちょっとな、車いすのいいのがあってな」
と夫。
　自分でもさっと顔色が変わって行くのを感じた。次の瞬間、あぁ、
遂にその日が来たのだと、何とも言えない悲しみ、寂しさ、憤り、そ
れらが交錯して急に夕立が来たかのように心に暗雲が立ち込めた。
　驚くほど低い声で私は言い放った。「何で私に、内緒みたいに
コソコソ相談してるの！先に言ってくれたらいいやんか」
　幼い日から左足に障害があった私。しかし何とかこの60年膝
関節の曲がらない足を引きずり、遅足でも頑張ってきた。
　本当は分かっている。このところ脚力がすっかり衰え、どこへ
出掛けるのも億劫になっていることを。そうなると、家族の誘いさ
えも断るようになっていた。
　２、３日考えた末、夫、娘に向かい

「ごめん、あんなふうに怒ったけど、やっぱり車いす、要るかなあ。

カタログ見ようかなあ」精一杯の照れを隠し、虚勢を張る。本当は
とても感謝しているのに。
　次の日曜日、みんなで介護用品が販売されている店に出向いた。
　自分で運転をするのを主とするもの、人に押してもらう様式。
本当に多種多様な車いすが陳列されている。結局持ち手も座いす
も黒で統一され、他のパイプ部品は金色の、とてもシャープなカッ
コいいのを選んで購入してくれた。
　早速、試運転を兼ねてショッピングセンターに出向く。つい前を
歩く人に当たりはしないかと緊張の連続。車いすを押すのにもコ
ツを要するようだ。
　あれ以来、映画館、ショッピング、美術館等々、今まで尻込み
していた所へ何回連れて行ってもらっただろう。娘の歩く歩幅の
大きさ、速さに、普通に歩くと言うことはこんなにもあっと言う間
に通り過ぎるのだと、今まで味わえなかった爽快感を胸にする。
　おしゃれをして出掛ける娘に、あまり恥ずかしい思いをさせない
ように私もなるべく明るい服を着て、少しお化粧を施し、それから
ピアスもしなくちゃ。
　車いすを押す娘と私が一体となり、さっそうと街並みを歩く。

お問い合せ
◆岡山県エッセイストクラブ　岡山市北区下伊福西町5-13 柳生尚志方　TEL : 086-255-2520  FAX : 086-251-0962
◆龍短歌会　岡山市北区本町 10-22 本町ビル 606　TEL : 086-226-4262  FAX : 086-226-4263
◆岡山県詩人協会　倉敷市福田町福田 1897 中桐美和子方　TEL : 086-455-6632

えっ
せい

詩詩

各会に興味のある方は各連絡先までお問い合せください。

藪
の
あ
た
り

�　2013年（平成25年）2月28日

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

ヒ
ガ
ン
と

�
ヒ
ー
ガ
ン

⑧
笠
岡
市
の
民
話

ふ
る
さ
と
の

話
民

　

昔
か
ら
嫁
と
姑
し
ゆ
う
と
めは
、
仲
が
悪
い
に
決
ま
っ
と
る
の
じ
ゃ
。

　

あ
る
と
こ
ろ
に
、
嫁
と
姑
が
お
っ
て
、
春
の
彼
岸
が
近
づ
い
た

か
ら
、
嫁
が
、

「
お
母
さ
ん
、
も
う
す
ぐ
ヒ
ガ
ン
で
す
か
ら
、
ぼ
つ
ぼ
つ
仏
様
を

祭
る
準
備
を
し
な
い
と
い
け
ん
で
し
ょ
う
」

と
、
た
ず
ね
た
と
。
す
る
と
姑
が
、
す
ぐ
に
言
っ
た
の
じ
ゃ
。

「
な
に
、
い
ま
何
と
言
う
た
。
ヒ
ガ
ン
じ
ゃ
と
。
春
に
仏
様
を
お

祭
り
す
る
の
は
ヒ
ー
ガ
ン
じ
ゃ
。
ヒ
ガ
ン
な
ん
ぞ
じ
ゃ
な
い
」

「
お
母
さ
ん
、
ヒ
ー
ガ
ン
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
ヒ
ガ
ン
で
す
よ
」

「
何
を
言
う
か
。
ヒ
ガ
ン
じ
ゃ
な
い
。
ヒ
ー
ガ
ン
じ
ゃ
」

　

嫁
と
姑
が
、
ヒ
ガ
ン
か
ヒ
ー
ガ
ン
か
で
争
い
に
な
っ
た
が
、
結

論
が
出
な
い
。
そ
こ
で
和
尚
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

早
速
、
姑
は
、
嫁
に
隠
れ
て
、
自
分
の
織
っ
た
木
綿
布
一
反
を

持
っ
て
、
お
寺
に
走
っ
て
行
っ
た
と
。

「
和
尚
さ
ん
、
今
度
仏
様
を
祭
る
の
は
、
ヒ
ー
ガ
ン
で
し
た
な
あ
」

「
そ
う
じ
ゃ
、
ヒ
ー
ガ
ン
じ
ゃ
。
ど
う
し
た
の
か
な
あ
」

「
明
日
の
朝
、嫁
と
来
ま
す
か
ら
、ヒ
ー
ガ
ン
と
言
う
て
く
だ
さ
い
」

　

そ
う
言
っ
て
、
木
綿
布
一
反
を
渡
し
て
帰
っ
て
き
た
と
。

　

嫁
も
同
じ
よ
う
に
、
木
綿
布
一
反
を
持
っ
て
お
寺
に
行
っ
た
。

「
和
尚
さ
ん
、
今
度
仏
様
を
祭
る
の
は
、
ヒ
ガ
ン
で
し
た
な
」

「
そ
う
じ
ゃ
、
ヒ
ガ
ン
じ
ゃ
。
ヒ
ガ
ン
に
決
ま
っ
と
る
」

「
明
日
、お
母
さ
ん
と
来
ま
す
か
ら
、ヒ
ガ
ン
と
言
う
て
く
だ
さ
い
」

「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
ん
で
も
ヒ
ガ
ン
じ
ゃ
。
ヒ
ガ
ン
以
外
に
な
い
」

　

次
の
朝
早
う
に
、
嫁
と
姑
が
連
れ
立
っ
て
お
寺
に
行
っ
た
。

「
和
尚
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
た
ず
ね
し
た
い
こ
と

が
あ
っ
て
、
二
人
で
や
っ
て
来
ま
し
た
」

「
二
人
そ
ろ
う
て
、
朝
早
う
か
ら
何
か
い
な
あ
」

　

す
る
と
姑
が
、
自
信
あ
り
げ
に
言
っ
た
と
。

「
和
尚
さ
ん
、
今
度
の
仏
様
の
祭
り
は
ヒ
ー
ガ
ン
で
し
た
な
あ
」

「
お
お
、
そ
う
じ
ゃ
。
ヒ
ー
ガ
ン
じ
ゃ
、
ヒ
ー
ガ
ン
じ
ゃ
」

　

す
る
と
、
嫁
が
、
あ
わ
て
て
、
大
声
で
言
っ
た
の
じ
ゃ
。

「
和
尚
さ
ん
、
あ
り
ゃ
ヒ
ガ
ン
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
お
お
、
ヒ
ガ
ン
じ
ゃ
、
ヒ
ガ
ン
じ
ゃ
」

　

す
る
と
、
二
人
は
声
を
そ
ろ
え
て
叫
ん
だ
。

「
和
尚
さ
ん
、
ヒ
ー
ガ
ン
か
な
ヒ
ガ
ン
か
な
。
ど
っ
ち
で
す
か
」

「
ま
あ
、
落
ち
着
い
て
よ
う
聞
け
。
前
の
三
日
が
ヒ
ー
ガ
ン
で
、

あ
と
の
三
日
は
ヒ
ガ
ン
じ
ゃ
。
そ
し
て
中
の
一
日
は
、
モ
メ
ン
が

よ
い
よ
い
じ
ゃ
。
二
人
と
も
も
め
ん
で
仲
良
う
す
る
ん
じ
ゃ
ぞ
」

　

そ
れ
も
ひ
と
昔
。�

（
民
話
研
究
家
　
立
石 

憲
利
）

笠岡市  笠岡諸島
写真提供：岡山県観光連盟

県老連等の行事予定
◆ ５ 月中旬、下旬 … 理事会・評議員会
◆ ６ 月 ３ 日㈪～ ４ 日㈫ … 第 31 回都道府県・指定都市老人クラブリーダー中央セミナー
◆ ６ 月27日㈭～ 28日㈮ … 中国四国ブロックリーダー研修会（島根県 玉造温泉）
◆ ６ 月～11月 … 平成 25 年度（第 38 次）岡山県老人福祉大学（４会場）
◆ ６ 月～ ９ 月 … 高齢者地域リーダー研修会（６会場）
◆ ７ 月～ ９ 月 … 健康づくり・介護予防リーダー養成講習会（全４回）
◆10月 １ 日㈫～ ２ 日㈬ … 第 42 回全国老人クラブ大会（岩手県 盛岡市）
◆10月10日㈭ … 第 50 回岡山県老人クラブ大会
◆11月20日㈬～ 22日㈮ … 第 11 期健康づくり中央セミナー
◆11月28日㈭ … 第２回岡山県高齢者グラウンド・ゴルフ大会
◆11月～12月 … 女性リーダー研修会（３会場）（予定）
◆26年 １ 月16日㈭～ 17日㈮ … 第 19 回在宅福祉を支える友愛活動セミナ―

2013年2月

コピーを切り取って『協賛店
一覧』に貼りご利用ください。

新規協賛店

キリトリ

赤磐市周匝647 ☎0869-54-1378
★屋根工事、外壁工事、雨とい工事等。工事金額の５％OFFにします。
※ご注文のお客様には、梅雨前か台風前後に年２回の定期点検を行います。

長井板金

鴨方ホール／浅口市鴨方町鴨方808-1
　　　　　　☎0865-45-8388
笠岡ホール／笠岡市五番町7-3
　　　　　　☎0865-69-1717

★基本祭壇料15％割引 ※カードご提示でご親族様もご利用になれます。
（他のサービスとの併用はできません）
◎10人以上の団体会員になりますと、基本祭壇料23.5%割引とさせて
　いただきます。　フリーダイヤル：0120-65-1880（24時間受付）

井笠広域会館

楽楽カード楽楽楽楽カードカード
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本誌Ｐ９にも載せています通り県老連

では新しく愛称を決めました。これに

より本誌「山紫水明」も今回より「晴れ

ばれシニア岡山」と変更しました。これ

まで以上に内容充実してまいりたいと

思いますので、皆様からの寄稿文をお

待ちしております。

編 集 後 記

岡 山 県

■会 員 数

　　　167,960 人
■クラブ数
　　　2,877 クラブ

（平成24年3月末現在）

2013年（平成25年）2月28日　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。


